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今週は4日間の通常日課です。1日1日できることのベストを尽くしていきましょう。
　先週木曜日より学校再開となりました。臨時休校に関しまして、保護者の皆様、生徒の皆様の
ご理解とご協力に感謝申し上げます。延期となりましたタブレット販売の日程は5月21日（金）
の朝7時50分より小体育館にて実施します。所定の現金を封筒に入れて規定の時間に購入を済ま
せるようお願い申し上げます。 5月21日（金）の朝の販売予定

7時50分～8時5分　1年1組
8時5分～8時20分　1年2組
8時20分～8時35分 1年3組
8時35分～8時50分 1年4組
8時50分～9時5分　1年5組
9時5分～9時20分　1年6組
9時20分～9時35分 1年7組

　金曜日1時間目の後半は学級ごとにSHRとなります。
当日の1時限目は担任の先生の指示に従ってください。

※入荷業者によると、タッチペンの入荷が遅れている
ため、ペンのみ7月初旬の入荷予定となります。保護
者の皆様には大変ご迷惑おかけしますが、何卒よろし
くお願い申し上げます。

引き続き感染症対策の徹底をお願い申し上げます。健康管理チェックシートの記入、5月よ
りフォーマットが一部変更となっております。毎日のチェックを継続させましょう。体調の
悪い時は無理をせず登校を控えることも大切です。学校生活でも、手洗い、消毒を習慣にし
て、昼食時には対面での会話は行わない。こまめな換気、マスクの常時着用を徹底しましょ
う。皆さん一人ひとりの心がけが重要です。

5 21 5 は

中止



入学してようやく学校生活に慣れた矢先の「休校」・・だが、学びを止めてはいけない。
　4月に始まった学校生活。家でのオンライン授業はさまざまな「問題点」が浮き彫りとなっ
た。まず、集中力が長く続かない。スマホで授業動画を55分に渡って、眺めるのは目に大きな
負担がかかります。対面授業と同じ時間のオンライン授業はかなり苦しいです。一般的にオン
ライン授業での集中力は「自分の年齢の時間」と言われています。ですから16分以上の動画や
授業は苦しいものがあります。オンライン15分→オフラインで演習25分→再びオンラインで
解説15分などというようにオフラインとオンラインを上手く組み合わせて学習計画を立てる
必要があります。
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　スタディサプリを上手に活用していますか？
現代社会の授業では、課題としてスタディサプリの動画を課していますが、皆さんの学習の
状況を見ると、理科や英語など他教科の学習にも活用しているようですね。自分の苦手を把
握して、分からないことを言語化する。その解決策を考えて行動する。どの教科の学習にお
いてもベースとなる大切なプロセスです。自分から積極的に行動して動けるといいですね。

　高校1年生の段階では、英語
と数学と国語を学習の中心に置
くことを勧めます。この3教科
で苦手な部分を自分で学習して
克服できるといいですね。これ
からも積極的にスタディサプリ
を活用して勉強をしていきまし
ょう。分からない所はどんどん
先生に質問しましょう。質問した数だけ、自分の力になります。積極的に行動しきましょう。

「正解」のない時代だからこそ、自ら問いを立てる力が重要

人から言われたことを上手くこなすだけではなく
（課題処理）自分でやるべきことを見つける（課
題発見）力が大切です。その課題解決策を自ら考え
て、とりあえず行動してみる。その試行錯誤して検
証を繰り返す力がますます求められているわけで
す。皆さんは今どんな課題を抱えていますか。そし
て、その課題に対してどんな仮説を持っています
か。日常の様々な場面で転用できる考え方です。


